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研究成果の概要 

クラウドとエッジの間に位置し、Society 5.0 にとって重要性の高いMEC（Multi-edge access 

Computing）用マルチノード統合システムの開発に向け、アプリケーション、設計システムからハード

ウェア、チップまでの垂直統合で研究を進めている。初年度で FPGAによるテストベッドM-

KUBOSの商用化に成功、このボードを用いてマルチ FPGAシステムを形成し、全グループでそ

れぞれ開発を行ってきた。2023年度は、マルチ FPGAボードを用いたシステムソフトウェア、アプリ

ケーションに研究の重点を移した。天野 Gは、MEC用の FPGA クラスタにリモートで電力を計測

できる環境を構築し、測定に基づき FPGA クラスタの電力モデルを提案、実際のアプリケーション

の電力を予測する方法を示した。菅谷 Gは、MECの分散制御を実現するMEC-RMの開発に成

功した。従来、MEC上のさまざまなアクセラレータを利用するための汎用的なミドルウエアは十分

存在しなかったが、MEC-RMにより、HTTPによりサーバに負荷をオフロードすることを可能とし

た。Requester/worker プログラムは Json-RPCで簡易に記述が可能であり、ThinClient から利用で

きる。このことにより、IoTデバイスやロボットなどの簡易なデバイスのみで、負荷の高い AI処理を

オフロードして実行するシステムを容易に構築し、スケールアップ、分散制御を実現できる。 

西 Gは、スマートコミュニティサービスおよび関連するM-KUBOSを用いたサービスアクセラレ

ータに関する研究をまとめ、エッジに関連する IEEE標準化に関し、チェアとして、IEEE 

P1451.1.6、メンバーとして、IEEE 2413、IEEE 2668、IEEE 2805.1 それぞれで貢献した。 

若林 Gはマルチ FPGA用の設計環境の開発が最終段階に達し、複数の FPGA基板を様々な

形態で結合したネットワークに対して、C＋＋言語で書かれたプログラムから回路を自動生成した

上で、回路を自動分割する手法を開発した。この方法はM―KUBOS クラスタに限らず広く利用可

能な手法である。 

飯田 Gは、天野 G と共同で 2022年度に開発した新しい FPGAである SLMLETの実チップ評

価を行い、この反省を元に SLMLET-2の設計を行い、オリジナルな FPGAである SLMの IP開発

に関する様々なノウハウを得た。これに基づき最終年度で SLMLET-2のチップ開発を行う予定で

ある。 
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